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	 5面	 MKトラベルLINE公式アカウント
	 	 アンケートに答えてMKミニカーを当てよう
	 6面	 名古屋MK20周年記念　お客様大還元祭開催
12面	 中高生の京都検定チャレンジを応援
12面	 第15回MKチャリティカップ開催

今号のトピックス

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　

こ
の
度
、
２
０
２
２
年
６

月
21
日
を
も
ち
ま
し
て
エ
ム

ケ
イ
株
式
会
社
（
本
社
：
京

都
市
南
区
、
社
長
：
青
木
信

明
）
を
中
核
と
す
る
京
都
、

滋
賀
、
札
幌
、
名
古
屋
の
Ｍ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
エ
ム

エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
グ
ル
ー
プ
、
Ｍ
Ｋ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
（
大
阪
エ
ム
ケ
イ
、

神
戸
エ
ム
ケ
イ
、
福
岡
エ
ム

ケ
イ
）、
そ
し
て
東
京
Ｍ
Ｋ
の

　

エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
２
０
２
２
年
か
ら
２

０
２
５
年
の
重
点
戦
略
と
し

て
は
、
電
気
自
動
車
を
主
力

商
品
に
据
え
、
２
０
２
５
年

大
阪
万
博
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
イ
ベ
ン
ト（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

で
の
送
迎
シ
ー
ン
や
毎
年
１

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
共

通
の
取
組
み
は
脱
炭
素
へ
の

取
組
み
で
、
電
気
自
動
車
の

導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
８
社
２

０
０
０
台
の
う
ち
現
在
は
京

都
Ｍ
Ｋ
に
18
台
、
比
率
と
し

て
１
％
で
す
が
、
い
よ
い
よ

本
年
度
よ
り
航
続
距
離
や
後

部
座
席
の
居
住
空
間
な
ど
タ

ク
シ
ー
と
し
て
活
用
で
き
る

電
気
自
動
車
が
海
外
・
国
内

問
わ
ず
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か

ら
本
格
的
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｍ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
は
本
年
度
よ
り

本
格
的
に
電
気
自
動
車
の
導

入
を
加
速
さ
せ
、
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
保
有
台
数
の
30

％
に
、
そ
し
て
２
０
３
０
年

度
に
は
全
車
電
気
自
動
車
化

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
同
時
に
充
電
イ
ン
フ

任
し
、
迅
速
な
経
営
判
断
の

も
と
社
会
の
変
化
に
対
応

し
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に

信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
た
な
代
表
取
締
役
が
就

任
し
た
の
は
滋
賀
エ
ム
ケ
イ

株
式
会
社（
飛
田
真
介
社
長
）、

札
幌
エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社（
本

間
優
友
社
長
）、
名
古
屋
エ
ム

ケ
イ
株
式
会
社
（
神
谷
文
武

ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
（
本
社
：
京
都
市
南

区
、
社
長
：
青
木
信
明
）
を

持
株
会
社
と
す
る
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
体
制
に
移
行
し
ま

し
た
。
同
時
に
各
事
業
会
社

に
新
た
な
代
表
取
締
役
が
就

３
グ
ル
ー
プ
で
お
互
い
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
ハ
ー
ト
の
マ

ー
ク
の
Ｍ
Ｋ
ブ
ラ
ン
ド
の
も

と
こ
れ
か
ら
も
事
業
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

０
０
０
校
以
上
を
お
供
す
る

修
学
旅
行
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学

習
の
一
環
と
し
て
の
利
用
を

訴
求
し
て
い
き
ま
す
。
京
都

の
山
科
エ
リ
ア
で
長
年
お
客

様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
を
取
り

壊
し
、
タ
ク
シ
ー
営
業
所
を

移
設
し
て
急
速
充
電
器
を
複

数
台
設
置
し
た
「
Ｅ
Ｖ
拠
点

モ
デ
ル
事
業
所
」
と
し
て
今

後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
取
り
組
み
の
発

信
地
と
し
ま
す
。

　
「
脱
ガ
ソ
リ
ン
」
を
掲
げ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
は
、

ベ
ス
ト
バ
リ
ュ
ー
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
の
伊
勢
三
俣
店
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
洗
車
や
整

備
と
い
っ
た
地
域
の
需
要
に

合
わ
せ
た
役
務
を
中
心
と
し

た
お
客
様
と
接
点
作
り
に
特

化
し
た
店
舗
作
り
を
行
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
を
一
つ

の
モ
デ
ル
と
し
て
Ｍ
Ｋ
石
油

の
Ｓ
Ｓ
を
変
え
て
い
き
、
電

気
自
動
車
に
対
応
で
き
る
整

備
士
を
育
成
し
ま
す
。

ラ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
り
、
急
速
充
電
器
を

各
社
に
設
置
し
て
い
き
ま

す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
実
現
す
る
た
め
に
世
界
各

国
で
２
０
３
０
年
代
に
ガ
ソ

リ
ン
車
新
車
販
売
を
中
止
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
日
本

で
も
２
０
３
５
年
ま
で
に
新

車
販
売
を
電
動
車
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
も
含
む
）
の
み
と

す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま

し
た
。
当
社
で
は
長
年
使
用

し
て
き
た
タ
ク
シ
ー
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
車
の
使
用
を
終
え
、
自

社
運
営
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
営
業
も
終
了
し
ま
し

た
。
Ｌ
Ｐ
車
の
新
車
代
替
を

停
止
し
た
あ
と
数
年
か
け
て

ガ
ソ
リ
ン
低
燃
費
車
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
様
々
な
車

種
を
導
入
し
、
お
客
様
に
と

っ
て
乗
り
心
地
の
よ
い
新
し

い
車
両
を
常
に
探
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
延
長
線
上

に
電
気
自
動
車
へ
の
転
換
が

あ
り
ま
し
た
。
全
国
の
タ
ク

シ
ー
会
社
の
先
頭
を
切
っ
て

積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま

す
。

社
長
）、
ベ
ス
ト
バ
リ
ュ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
（
森
川

宏
社
長
）
の
４
社
で
、
い
ず

れ
も
各
地
で
現
場
責
任
者
で

あ
っ
た
40
代
が
社
長
と
な
り

ま
し
た
。
大
幅
な
経
営
陣
の

若
返
り
を
図
る
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る

環
境
下
で
一
気
呵
成
に
業
績

の
Ｖ
字
回
復
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
は

拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
斉
藤
　
鉄
夫 

殿

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
体
制
で

新
し
い
Ｍ
Ｋ
に
生
ま
れ
変
わ
る

京
滋
札
名
の
グ
ル
ー
プ
化

経
営
陣
の
若
返
り
も

重
点
戦
略
と

Ｍ
Ｋ
進
化
論
３
・
０

２
０
３
０
年
に
全
車
Ｅ
Ｖ
化

脱
炭
素
の
先
頭
を
切
る

　くろ谷 金戒光明寺の台所スタッフ。60 年間、住職 6 代に
わたり支えてきた。「本年は京都守護職が設置されて 160 年。
その本陣が金戒光明寺でした。そのため金戒光明寺は歴史フ
ァンからも親しまれています。」

大
おお

石
いし

　文
ふみ

子
こ

 さん

ひ
と
ひ
と

公
式
サ
イ
ト
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こ
れ
ま
で
神
戸
Ｍ
Ｋ
ス
カ

イ
ゲ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
を
ご
愛

顧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
神

戸
Ｍ
Ｋ
ス
カ
イ
ゲ
イ
ト
シ
ャ

ト
ル
は
運
行
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
愛
顧
い

た
だ
き
ま
し
た
お
客
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

神
戸
Ｍ
Ｋ
ス
カ
イ
ゲ
イ
ト

シ
ャ
ト
ル
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
運
行
人
数
が
最
少

催
行
人
員
に
達
し
な
い
日
が

続
い
た
た
め
、
令
和
２
年
４

月
に
運
行
休
止
の
判
断
を
い

た
し
ま
し
た
。
再
開
時
期
未

定
と
し
て
運
休
を
継
続
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
の

時
期
の
よ
う
な
回
復
の
見
込

　

こ
の
度
、
エ
ム
ケ
イ
株
式

会
社
を
中
核
と
す
る
京
都
、

滋
賀
、
札
幌
、
名
古
屋
の
Ｍ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
エ
ム

ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

　

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
捨

て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
ょ
う
。
エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
３
０

　

ま
た
社
内
組
織
作
り
の
面

で
は
こ
の
度
の
経
営
陣
の
若

返
り
だ
け
で
な
く
、
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
刷
新
に
よ
る
Ｄ
Ｘ

化
で
業
務
の
効
率
化
・
省
力

化
を
図
る
と
と
も
に
、
グ
ル

ー
プ
会
社
間
や
事
業
部
間
の

顧
客
情
報
の
統
合
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
実
現

し
ま
す
。
滋
賀
、
札
幌
、
名

古
屋
で
既
に
実
施
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
配
車
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
自
宅
で
受
注
す
る
リ

モ
ー
ト
受
注
を
京
都
で
も
行

い
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

の
点
呼
を
営
業
所
間
で
行
う

リ
モ
ー
ト
点
呼
の
設
備
も
導

入
し
人
員
配
置
の
効
率
化
と

み
は
な
く
、
や
む
を
え
ず
、

運
行
終
了
の
判
断
を
い
た
し

ま
し
た
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
京
都
Ｍ
Ｋ
ス
カ
イ

ゲ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
（
京
都⇔

伊
丹
空
港
）
は
運
行
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
空
港
送

迎
定
額
タ
ク
シ
ー
も
便
利
で

快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
検
討
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
運
行
終
了

神
戸
・
芦
屋⇔

関
西
空
港

京
都
Ｍ
Ｋ
ス
カ
イ
ゲ

イ
ト
シ
ャ
ト
ル
（
京

都⇔

伊
丹
空
港
）
は

運
行
中

お
一
人
様
片
道�

３
８
０
０
円

グ
ル
ー
プ
割�

５
０
０
円
引

フ
ァ
ミ
リ
ー
割

�

１
５
０
０
円
引

Ｗ
Ｅ
Ｂ
割�

３
０
０
円
引

便
利
で
快
適
な
空
港

送
迎
定
額
タ
ク
シ
ー

日
本
全
国
主
要
空
港
（
新
千

歳
・
成
田
・
羽
田
・
セ
ン
ト

レ
ア
・
伊
丹
・
関
空
・
神
戸
・

福
岡
）
で
運
行
中

式
会
社
を
持
株
会
社
と
す
る

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
体
制
に

移
行
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
各
事
業
会
社
に
新

た
な
代
表
取
締
役
が
就
任

し
、
迅
速
な
経
営
判
断
の
も

と
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
信
頼

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
は
、
エ
ム

ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ

ル
ー
プ
（
下
記
）、
Ｍ
Ｋ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
（
大
阪
エ
ム

ケ
イ
㈱
、神
戸
エ
ム
ケ
イ
㈱
、

福
岡
エ
ム
ケ
イ
㈱
、
関
空
エ

ム
ケ
イ
㈱
）
及
び
東
京
エ
ム

ケ
イ
㈱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
前
よ
り
エ
ム
ケ
イ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ

は
京
都
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
グ
ル
ー
プ
経
営
し
て
き
ま

し
た
。
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

０
０
名
の
英
知
を
結
集
す
れ

ば
計
り
知
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
生
ま
れ
ま
す
。
２
０
２

０
年
５
月
、
緊
急
事
態
宣
言

さ
な
か
の
人
っ
子
一
人
歩
い

て
い
な
い
京
都
の
観
光
地
、

売
上
は
８
割
減
と
い
う
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

事
態
を
我
々
は
知
恵
と
工
夫

で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
上
昇
あ
る
の
み

で
す
。

　

そ
の
最
悪
期
の
中
で
も
Ｍ

Ｋ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客

様
は
数
多
く
お
ら
れ
改
め
て

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役

割
を
理
解
し
ま
し
た
し
、
Ｍ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
お
客

様
の
信
頼
を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
信
頼

を
守
り
、
そ
し
て
我
々
自
身

が
自
ら
主
体
的
に
働
き
や
す

い
職
場
作
り
と
生
産
性
向
上

を
両
立
で
き
る
よ
う
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
お
客
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
今
後
と
も
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー

プ
並
び
に
エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
へ
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
に
し
て
い

き
ま
す
。
大
手
航
空
会
社
や

鉄
道
会
社
と
の
空
港
送
迎
サ

ー
ビ
ス
連
携
を
さ
ら
に
前
進

さ
せ
る
べ
く
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
や

そ
の
先
に
あ
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事

業
の
展
開
を
行
い
ま
す
。
本

年
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
二
種
免
許
取
得
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
で
高
卒
者
を

積
極
的
に
採
用
育
成
し
て
観

光
ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
や
し
コ

ロ
ナ
後
の
需
要
回
復
に
備
え

ま
す
。こ
れ
ら
の
施
策
を「
Ｍ

Ｋ
進
化
３
・
０
」
と
し
、
よ

り
安
定
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

所
得
向
上
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

３
０
０
０
名
の
英
知
を
結
集
し

お
客
様
の
信
頼
に
応
え
る

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

エムケイホールディングス株式会社	 代表取締役社長　青木 信明
エムケイ株式会社	 代表取締役社長　青木 信明
滋賀エムケイ株式会社	 代表取締役社長　飛田 真介（新任）
札幌エムケイ株式会社	 代表取締役社長　本間 優友（新任）
名古屋エムケイ株式会社	 代表取締役社長　神谷 文武（新任）
エムケイ観光バス株式会社	 代表取締役社長　金本 達也
エムケイ石油株式会社	 代表取締役社長　青木 信明
ベストバリューエネルギー株式会社	 代表取締役社長　森川 　宏（新任）

事業会社の経営者若返り

京都ＭＫグループはエムケイ
ホールディングス体制に

京都

神戸
福岡 東京
大阪

滋賀
名古屋札幌

「空港定額タクシー」とお申しつけください。

全国のハイヤー車両・アルファードで
Wi-Fi使用可能！

スマホアプリでも注文可能

タクシー、ハイヤーでの空港送迎は

日本8都市で心よりお待ちいたしております。
空港送迎の代名詞

京都で生まれた
空港送迎の老舗ブランド

日本

WEB 予約は
こちらから

WEB 予約は
こちらから

神
戸
Ｍ
Ｋ
ス
カ
イ
ゲ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル

運
行
終
了
の
お
知
ら
せ
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１
１

本本
だ
け
だ
け
眺眺
め
て
め
て

暮暮
ら
し
た
い

ら
し
た
い

本
だ
け
眺
め
て

暮
ら
し
た
い大

西　

信
夫

大
西　

信
夫

大
西　

信
夫

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

10.

１.
２.
３.

４.
５.
６.
７.
８.
９.
10.

浮世小路の姉妹	 佐伯　泰英

黒武御神火御殿　三島屋変調百物語六之続	 宮部　みゆき

四畳半タイムマシンブルース	 森見　登美彦

狂う潮　新・酔いどれ小籐次 （二十三）	 佐伯　泰英

三千円の使いかた	 原田　ひ香

清明　隠蔽捜査 8	 今野　敏

あんの信じるもの　お勝手のあん	 柴田　よしき

死刑にいたる病	 櫛木　理宇

春風譜　風の市兵衛 弐	 辻堂　魁

流浪の月	 凪良　ゆう

80歳の壁	 和田　秀樹
関西ウォーカー 2022夏　ウォーカームック	 KADOKAWA
苦しかったときの話をしようか　ビジネスマンの父が我が子のために書き
ためた「働くことの本質」	 森岡　毅
夢をかなえるゾウ0　ガネーシャと夢を食べるバク	 水野　敬也
使えてますか? スマホ	 岡嶋　裕史
初代PlayStation™ の原寸大マルチポーチ付きBOOK BLACK ver.	 宝島社

「私」という男の生涯	 石原　慎太郎
ジェイソン流お金の増やし方	 厚切りジェイソン
20代で得た知見 	 F
à table SHIMA vol.2 夏号	 タサン　志麻

文
庫
ラ
ン
キ
ン
グ

（大垣書店　2022年6月19日調べ）

総
合
書
籍
ラ
ン
キ
ン
グ

（大垣書店　2022年6月19日調べ）

材料（４人前）

鶏もも肉	 250g
ニンニク	 1片
玉ねぎ	 2分の1個
トマト	 1個
ズッキーニ	 1個
とうもろこし	 1本
赤パプリカ	 1個
ピュアオリーブオイル	 50cc
塩、こしょう	 適量
白米（洗わない）	 2合
白ワイン	 30g
大葉（千切り）	 6枚	

《スープ》
水	 250g
塩	 6g
こしょう（黒でも白でも可）	 2g
サフランパウダー	 1g

############################################################################リーガロイヤルホテル京都 情報
【暑い夏に食欲そそる！中国料理 皇家龍鳳「夏の麺フェア」】
　夏にぴったりの冷麺や高級食材を贅沢につかったスープそばなど料理長甲谷のこだわりが詰まった、暑い
夏に食べたくなる温冷合わせて全6種類の麺料理がそろいました。

【販売店舗】「中国料理 皇家龍鳳」（地下1階）
【販売時間】〔ラ ン チ〕11：30～15：30（ラストオーダー14：30）
　　　　  　〔ディナー〕17：00～21：30（ラストオーダー21：00）

【販売期間】2022年7月1日（金）～8月31日（水）
　　　　  　〔定休日〕毎週月・水曜 ※祝日を除く
※記載内容の期間・休業日・営業時間などは状況により変更となる場合がございます。

【内　　容】
龍鳳涼麺　2,450円
ボリュームたっぷりの冷麺を胡麻ダレとしょうゆダレにつけて、お好きなトッピングとともに。
胡麻だれ担々麵　1,850円
胡麻とくるみが入ったスープはコクと風味をお愉しみいただけます。自家製辣

ラー

油
ユ

がアクセント。
四川担々麵　1,850円
醤油ベースに自家製辣

ラー

油
ユ

、山
さんしょうあぶら

椒油、黒酢の一種である鎮
ちん

江
こう

香
こう

酢
ず

などを使用した四川担々麵。
酸味と辛味のスープそば　1,950円
お酢の酸味と八

はっ

角
かく

や桂
けい

皮
ひ

、草果などを高温の油で香りづけした自家製辣
ラー

油
ユ

がポイント。
フカヒレと上海蟹味噌入りスープそば　3,700円
上海蟹味噌入りスープにほぐした蟹身とフカヒレが入った豪華なスープそば。
フカヒレの醤油風味スープそば　5,500円
贅沢にフカヒレの姿煮を1枚乗せた、あんかけスープそば。

【お問い合わせ】リーガロイヤルホテル京都 「中国料理 皇家龍鳳」075-361-9222（直通）
　　　　　　　 詳細は公式HPをご確認ください。

　

一
か
月
に
一
冊
も
本
を
読

ま
な
い
大
学
生
が
半
数
な
ん

て
調
査
結
果
が
た
ま
に
報
道

で
話
題
に
な
っ
た
り
す
る
。

　

私
は
毎
日
、
本
を
読
ん
で

い
る
が
、
で
は
逆
に
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
で
本
を
読
ま
な

い
日
が
最
長
ど
れ
だ
け
続
い

た
か
と
考
え
て
み
る
。

　

が
、
そ
れ
は
記
憶
を
た
ど

る
ま
で
も
な
い
。
ス
キ
ー
場

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
と
き
だ
。

　

大
学
時
代
、
毎
年
二
月
、

三
月
の
二
か
月
間
、
信
州
は

　

偏
屈
で
無
口
な
変
わ
り

者
・
小お

戸ど

川が
わ

。
個
人
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
と
し
て
街
を
流

し
な
が
ら
も
、
な
る
べ
く
他

人
と
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

平
凡
な
日
々
を
過
ご
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
思

い
掛
け
ず
、 『
練
馬
区
女
子

高
生
失
踪
事
件
』
に
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
う
。
事
件
は
巨

額
の
金
、
目
的
不
明
の
半
グ

レ
集
団
、
売
り
出
し
中
の
ア

【
作
り
方
】

❶
ま
ず
初
め
に
ニ
ン
ニ
ク
、

玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
、
ト

マ
ト
は
横
半
分
に
切
っ
て
種

を
取
っ
た
ら
１
㎝
角
に
す

る
。
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
縦
半
分

に
し
て
種
を
く
り
抜
き
１
㎝

角
に
す
る
。
と
う
も
ろ
こ
し

は
水
洗
い
し
て
実
の
部
分
を

包
丁
で
そ
ぎ
落
と
す
。
赤
パ

プ
リ
カ
は
縦
半
分
に
し
て
へ

た
と
種
と
白
い
部
分
を
取
り

除
き
、
１
㎝
角
に
す
る
。
鶏

も
も
肉
は
余
分
な
脂
と
筋
を

取
り
除
い
て
２
㎝
角
に
切

り
、
塩
こ
し
ょ
う
で
軽
く
味

付
け
す
る
。

❷
小
鍋
に
ス
ー
プ
の
分
量
の

水
、
塩
こ
し
ょ
う
を
入
れ
一

度
沸
か
し
て
火
を
止
め
、
サ

フ
ラ
ン
パ
ウ
ダ
ー
を
入
れ
蓋

を
し
、
蒸
発
を
防
ぐ
。

❸
直
径
26
㎝
ほ
ど
の
フ
ラ
イ

パ
ン
に
分
量
の
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
、
①
の
カ
ッ
ト
し
た
玉

ね
ぎ
と
ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
、

し
ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め

る
。
鶏
も
も
肉
を
加
え
、
色

が
白
く
な
っ
た
ら
①
の
残
り

の
材
料
を
全
て
入
れ
、
塩
こ

し
ょ
う
を
軽
く
振
り
20
秒
ほ

ど
炒
め
る
。
白
米
を
加
え
、

全
体
に
混
ぜ
合
わ
せ
な
が
ら

さ
ら
に
20
秒
ほ
ど
炒
め
る
。

そ
こ
へ
白
ワ
イ
ン
と
②
の
ス

ー
プ
を
同
時
に
入
れ
、
少
し

混
ぜ
た
ら
す
ぐ
に
蓋
を
し
、

中
火
に
し
て
８
分
煮
る
。
そ

の
後
、
火
を
止
め
て
15
分
蒸

ら
す
（
途
中
で
蓋
を
開
け
な

い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
）。
仕

上
げ
に
細
切
り
に
し
た
大
葉

を
散
ら
せ
ば
出
来
上
が
り
。

お
好
み
で
黒
オ
リ
ー
ブ
な
ど

も
加
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

栂
池
の
ス
キ
ー
場
で
住
み
込

み
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。

リ
フ
ト
の
改
札
や
雪
か
き
、

監
視
な
ど
の
仕
事
。
一
回
生

か
ら
三
回
生
ま
で
、
３
シ
ー

ズ
ン
や
っ
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
は
、
ゲ
レ
ン

デ
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

で
働
く
女
性
も
含
め
二
百
人

以
上
い
て
、
宿
舎
は
ビ
ル
一

棟
に
全
員
が
相
部
屋
を
あ
て

が
わ
れ
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
十
二

月
初
め
か
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト

が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る

の
だ
が
、
四
人
部
屋
の
ち
ゃ

ん
と
し
た
部
屋
か
ら
順
に
埋

ま
っ
て
い
き
、
私
が
参
加
す

る
二
月
ご
ろ
に
は
も
う
、
ま

と
も
な
部
屋
は
残
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

何
も
知
ら
な
い
一
年
目
、

私
が
案
内
さ
れ
た
部
屋
は
、

ビ
ル
内
な
の
に
、
木
造
の
小

屋
だ
っ
た
。そ
こ
は
皆
に「
ピ

ス
テ
ン
小
屋
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
ピ
ス
テ
ン
は
ゲ
レ
ン

デ
を
整
地
す
る
圧
雪
車
で
、

つ
ま
り
、
ピ
ス
テ
ン
の
車
庫

の
高
い
天
井
に
張
り
付
け
る

よ
う
に
設
え
た
付
け
足
し
の

部
屋
だ
っ
た
。

　

ピ
ス
テ
ン
小
屋
は
大
小
二

部
屋
あ
っ
て
、
一
年
目
は
、

窓
も
な
い
小
さ
な
部
屋
に
二

段
ベ
ッ
ド
を
五
つ
押
し
込
ん

だ
、
窒
息
し
そ
う
な
小
部
屋

だ
っ
た
。

　

二
、
三
年
目
は
、
１
ダ
ー

ス
ほ
ど
の
二
段
ベ
ッ
ト
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
大
部
屋
だ
っ
た
。

こ
ち
ら
は
、
窓
は
あ
る
に
は

あ
る
が
、
窓
の
外
も
車
庫
内

だ
か
ら
、
真
下
に
ピ
ス
テ
ン

が
見
え
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ピ
ス
テ

ン
小
屋
で
の
日
々
が
、
と
び

き
り
楽
し
か
っ
た
。

　

仕
事
を
終
え
、
従
業
員
食

堂
で
夕
食
を
さ
っ
さ
と
済
ま

せ
る
と
、
ナ
イ
タ
ー
の
営
業

時
間
中
は
皆
、
も
く
も
く
と

ス
キ
ー
の
練
習
を
し
た
（
も

ち
ろ
ん
、
従
業
員
は
リ
フ
ト

は
タ
ダ
。
ナ
イ
タ
ー
勤
務
の

当
番
は
交
代
制
）。

　

そ
し
て
、
ひ
と
風
呂
浴
び

て
か
ら
が
ピ
ス
テ
ン
小
屋
な

ら
で
は
の
時
間
で
、
毎
日
が

修
学
旅
行
の
夜
の
よ
う
に
、

大
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
で
ヤ
ロ

ウ
ど
も
が
集
ま
っ
て
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
酒
を
呑
ん
だ
り
し

て
騒
い
だ
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
仲
間
の
女
性

を
誘
っ
て
居
酒
屋
に
で
か
け

た
り
、
日
に
よ
っ
て
異
な
る

顔
ぶ
れ
で
チ
ー
ム
を
結
成
し

て
ナ
ン
パ
に
く
り
だ
し
た
り

も
し
た
。

　

二
年
目
か
ら
は
「
ピ
ス
テ

ン
小
屋
は
空
い
て
ま
す
か
」

と
自
ら
希
望
し
た
。
初
日
の

仕
事
を
終
え
て
部
屋
に
戻
る

と
、
前
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ
が

何
人
も
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
四
人
部
屋
に

空
き
が
出
る
と
移
っ
て
い
く

人
も
い
て
、
好
き
こ
の
ん
で

ピ
ス
テ
ン
小
屋
に
い
る
メ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
「
ピ
ス
テ
ン

小
屋
の
連
中
は
…
…
」
と
か

「
お
ま
え
、
ピ
ス
テ
ン
小
屋

か
」
な
ど
と
、
あ
き
れ
顔
で

言
う
上
司
も
い
た
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
二
か

月
の
住
み
込
み
だ
か
ら
、
一

年
目
は
何
冊
も
本
を
持
ち
込

ん
で
い
た
は
ず
だ
が
、
読
ん

だ
記
憶
が
な
い
。
そ
ん
な
、

自
分
だ
け
の
時
間
は
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
の
だ
。

　

二
年
目
か
ら
は
、
本
は
も

う
持
っ
て
行
か
な
か
っ
た
。

イ
ド
ル
、
カ
リ
ス
マ
化
さ
れ

て
い
く
大
学
生
な
ど
、
様
々

な
事
物
が
絡
み
、
混
沌
と
し

て
い
く
。
そ
れ
で
も
、
あ
る

計
画
の
実
行
を
き
っ
か
け
に

事
態
は
一
気
に
収
束
。
一
連

の
出
来
事
は
多
く
の
悲
し
み

や
不
条
理
を
は
ら
み
な
が

ら
、
い
っ
た
ん
の
結
末
を
見

た
。
…
…
か
に
思
わ
れ
た
。

事
件
後
、
関
わ
っ
て
い
た

人
々
が
証
言
す
る
、 “
あ
の

時
一
体
何
が
起
き
て
い
た
”

か
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
事
件

の
新
た
な
輪
郭
。
一
人
の
タ

ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の 

“
人

生
を
一
変
さ
せ
る
よ
う
な
出

来
事
”
が
形
を
変
え
、
運
命

の
歯
車
は
再
び
揺
さ
ぶ
ら
れ

て
い
く
。

　

２
０
２
１
年
春
に
放
送
さ

れ
た
「
オ
ッ
ド
タ
ク
シ
ー
」。

そ
の
巧
み
な
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
が
憶
測
を
呼
び
、
大
反
響

を
巻
き
起
こ
し
た
。
満
を
持

し
て
の
映
画
化
と

な
る
本
作
で
は
ア

ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
の

総
ざ
ら
い
に
加

え
、最
終
回
の“
そ

の
後
”
も
描
か
れ

る
。

◎
出
町
座

京
都
市
上
京
区
三

芳
町
１
３
３
（
出

町
桝
形
商
店
街

内
）

☎
０
７
５
・
２
０

３
・
９
８
６
２

※
無
症
状
感
染
の

可
能
性
も
鑑
み
、

館
内
で
は
必
ず
マ

ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

☆
出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
令

和
４
年
８
月
31
日
ま
で
有
効

／
有
効
期
間
中
に
上
映
さ
れ

る
作
品
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
）
を
１
組
２
名
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
！ 

11
面
プ
レ
ゼ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

鶏もも肉と
夏野菜のパエリア

大葉の香り

オッドタクシー
イン・ザ・ウッズ

出
町
座
に
て
上
映
中
！Ⓒ P.I.C.S / 映画小戸川交通パートナーズ
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山
は
あ
ち
ら
に
も
こ
ち
ら

に
も
卯
の
花
白
く
咲
き
乱

れ
、
散
り
始
め
る
頃
に
は
梅

雨
の
香
り
。
雨
の
山
は
ひ
ん

や
り
と
、
洗
濯
物
を
乾
か
す

た
め
に
も
薪
ス
ト
ー
ブ
を
ほ

ん
の
り
焚
く
朝
も
。

　
「
腐

く
さ
れ
た
る
く
さ
ほ
た
る
と
な
る

草
為
蛍
」「
梅う

め
の
み
き
ば
む

子
黄
」

蛍
が
光
り
始
め
、
梅
が
黄
色

く
色
づ
く
頃
。
梅
仕
込
み
、

田
植
え
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

草
刈
り
に
忙
し
な
い
季
節
で

す
が
、
大
切
な
仕
事
た
ち
、

丁
寧
に
進
め
て
ゆ
き
た
い
も

の
で
す
。

　
〈
稲
の
心
〉

　

今
年
も
六
月
七
日
か
ら
田

植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長

い
畦
塗
り
を
な
ん
と
か
終

え
、
代
掻
き
を
し
、
二
週
間

お
き
、
田
植
え
前
に
も
う
一

度
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
代
掻

き
。
こ
の
工
程
で
だ
い
ぶ
草

が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
条
植
え
の
田

植
え
機
で
植
え
て
ゆ
く
の
で

す
が
、
も
う
す
ぐ
十
年
経
つ

部
借
り
て
い
る
よ
う
な
敷
地

な
の
で
、
草
刈
り
も
な
か
な

か
の
量
で
す
。
三
男
か
や
も

草
刈
り
を
す
る
と
言
い
出

し
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
は
し
ま

せ
ん
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
身
体

を
動
か
す
の
が
好
き
な
よ
う

で
す
。

　
〈
大
地
の
呼
吸
〉

　

お
か
げ
さ
ま
で
個
展
「
大

地
の
呼
吸
」
は
充
実
し
た
期

間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春

で
二
〇
年
が
経
っ
た
山
の
暮

ら
し
を
振
り
返
る
よ
う
な
心

地
も
あ
り
、
自
分
が
選
ん
で

き
た
こ
と
、
続
け
て
き
た
こ

と
を
認
め
ら
れ
る
気
持
ち
に

な
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
運
び
、
お
心
寄

せ
、
あ
た
た
か
い
ご
感
想
が

励
み
に
な
り
、
ま
た
さ
ら
に

深
め
て
ゆ
き
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

次
な
る
展
示
は
、
七
月
一

日
か
ら
十
一
日
、
宝
塚
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
に
て
「
未
生

空
間
ｉ
ｓ
ｍ
展
」。
日
本
人

の
空
間
意
識
を
テ
ー
マ
に
し

た
グ
ル
ー
プ
展
で
す
。
暑
い

季
節
、
見
通
し
の
よ
い
涼
や

か
な
セ
ン
タ
ー
へ
ぜ
ひ
涼
み

に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

　
〈
か
ら
だ
の
ー
と
〉

　

夏
期
は
心
臓
や
小
腸
に
負

担
の
か
か
る
時
期
。
そ
れ
ら

の
働
き
を
助
け
る
ゴ
ー
ヤ
、

三
年
番
茶
や
玄
米
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
の
苦
味
の
あ
る
野
菜
、

野
草
、
お
茶
や
、
人
参
、
ト

マ
ト
、
梅
干
し
、
お
味
噌
な

ど
の
赤
い
食
品
が
お
勧
め
で

す
。
冷
房
対
策
に
は
、
お
醤

油
か
梅
酢
を
入
れ
た
三
年
番

茶
を
。

　

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
六

日
（
立
秋
の
前
日
）
ま
で
の

夏
土
用
は
食
中
毒
が
増
え
る

こ
と
、
心
臓
、
小
腸
対
策
の

た
め
に
も
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ビ

ー
ル
な
ど
の
嗜
好
品
、
動
物

性
食
品
の
食
べ
過
ぎ
に
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。

　　

わ
が
家
で
は
、
山
桜
に
続

き
、
山
藤
、
栃
、
山
柿
の
生

蜂
蜜
が
採
れ
ま
し
た
。
ど
れ

も
私
た
ち
の
暮
ら
す
山
、
標

高
四
百
メ
ー
ト
ル
付
近
の

花
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
香

り
、
色
合
い
、
味
わ
い
の
違

い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
単
糖

類
の
蜂
蜜
は
身
体
へ
負
担
な

く
速
や
か
に
吸
収
さ
れ
ま
す

■
葉
根
舎

haneya8011@
gm

ail.com

Ｈ
Ｐ
：https://w

w
w

.y 
am

ano-haneya.com
の
で
、
お
湯
や
ハ
ー

ブ
テ
ィ
な
ど
へ
溶

き
、
ほ
ん
の
少
し
お

塩
を
入
れ
た
も
の
を

夏
場
の
お
飲
み
物
に

し
て
い
た
だ
け
る
と

よ
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

暑
い
日
々
と
な
り

ま
す
が
、
よ
い
風
の

流
れ
る
日
々
と
な
る

こ
と
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

�

（
六
月
十
三
日
記
）

機
械
、
調
子
が
悪
く
、
田
植

え
の
合
間
に
修
理
。
植
え
直

し
も
多
く
、
畑
や
養
蜂
の
仕

事
も
気
に
な
り
ま
す
が
、
焦

ら
ず
腰
を
据
え
て
田
ん
ぼ
と

向
き
合
う
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
き
っ
と
そ
う
し
た

し
、
芽
出
し
し
た
里
芋
を
植

え
て
ゆ
き
ま
す
。
次
男
す
ぎ

な
は
農
業
高
校
へ
通
い
始
め

た
の
で
す
が
、
高
校
で
の
作

業
は
少
な
く
ゆ
っ
く
り
に
感

じ
る
そ
う
で
す
。
林
業
の
学

校
へ
通
う
長
男
つ
く
し
は
、

心
が
稲
へ
と
移
る
こ
と
で
し

ょ
う
か
ら
…

　
〈
暮
ら
す
身
体
〉

　

畑
で
は
子
供
た
ち
と
里
芋

植
え
。
昨
年
収
穫
し
た
里
芋

の
一
部
を
種
用
と
し
て
残

薪
割
り
な
ど
を
す
る
森
林
バ

イ
ト
が
楽
し
い
と
か
。

　

私
は
個
展
の
準
備
に
追
わ

れ
、
後
回
し
に
し
て
い
た
家

周
り
の
草
刈
り
を
や
っ
と
。

わ
が
家
は
、
獣
の
領
域
を
一

Ｍ
Ｋ
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

今
号
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト

https://www.instagram.
com/mktaxi.jp/

　

Ｍ
Ｋ
で
は
「
ち
ょ
っ
と
大

人
な
京
都
旅
行
」
を
紹
介
す

る
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
な
ら
で
は
の
目

を
引
く
写
真
や
人
気
を
集
め

た
投
稿
を
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
で
も

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

★
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
①

【
京
都
／
善
峯
寺
の
紫
陽
花
】

　

善よ
し

峯み
ね

寺で
ら

の
紫
陽
花
は
、
例

年
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬

に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
境
内

に
は
あ
じ
さ
い
苑
も
あ
り
、

約
８
０
０
０
株
の
紫
陽
花
が

植
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

見
晴
ら
し
の
よ
い
高
台
か

ら
、
あ
じ
さ
い
で
彩
ら
れ
た

境
内
を
上
か
ら
一
望
す
る
こ

と
も
で
き
、
晴
れ
の
日
も
雨

の
日
も
美
し
い
景
色
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
②

【
京
都
／
醍
醐
寺
】

　

醍
醐
寺
は
京
都
で
も
有
名

な
桜
、
紅
葉
の
ス
ポ
ッ
ト
で

す
が
、
こ
の
新
緑
の
時
期
も

お
す
す
め
で
す
。

　

青
紅
葉
の
深
い
緑
が
、
弁

天
堂
の
赤
色
を
よ
り
強
調
し

て
い
ま
す
ね
。
こ
の
時
期
な

ら
で
は
の
美
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
随
時
更
新

こちらは @odekakephoto7 様の写真です

こちらは @mktaxi.jp の写真です
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令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で

の
期
間
中
に
、
Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ

ル
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
で
実
施
し
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
５

名
様
に
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
の
ミ

ニ
カ
ー
（
の
り
も
の
こ
れ
く

し
ょ
ん
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。

　

既
に
Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
と

　

浄
土
宗
大
本
山
く
ろ
谷
金

戒
光
明
寺
の
職
員
有
志
が
、

地
域
貢
献
と
し
て
月
に
１
回

「
く
ろ
谷 

こ
ど
も
食
堂
」
を

開
催
し
て
い
る
。
取
材
し
た

６
月
９
日
も
子
ど
も
た
ち
や

地
域
住
民
で
に
ぎ
わ
い
を
見

友
だ
ち
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
ト
ー
ク
画
面
の
リ
ッ
チ
メ

ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
か
ら
、
友
だ

ち
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
ま
ず
は
友
だ
ち
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

ツ
ア
ー
の
最
新
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す

せ
て
い
た
。

　

こ
ど
も
食
堂
開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
僧
侶
同
士
で
食
事

の
賄
い
を
行
っ
て
い
た
と
こ

プ
リ
ン
ス 

京
都
宝
ヶ
池
」

の
料
理
長
や
井
筒
八
ッ
橋
本

舗
の
社
長
も
会
場
に
駆
け
つ

け
、
そ
れ
ぞ
れ
冷
製
ス
ー
プ

や
和
菓
子
の
「
水
無
月
」
を

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い

た
。

　
「
く
ろ
谷 

こ
ど
も
食
堂
」

は
食
事
提
供
だ
け
で
な
く
、

地
域
交
流
の
場
と
し
て
、
地

元
警
察
署
の
協
力
で
防
犯
教

室
を
開
く
こ
と
も
。
こ
の
日

も
琴
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
貴
重
な
文
化
体
験
が
で

き
る
こ
ど
も
食
堂
と
な
っ
て

い
る
。

■
く
ろ
谷 

こ
ど
も
食
堂

開
催
概
要

主
催
：
こ
こ
ろ
ば
か
り
の
会

開
催
日
：
７
月
14
日
、
８
月

19
日
、
９
月
15
日
、
10
月
13

日
、
11
月
２
日
、
12
月
８
日
、

令
和
５
年
１
月
12
日
、
２
月

９
日
、
３
月
９
日

会
場
：
く
ろ
谷 

金
戒
光
明

寺 

新
清
和
殿
（
京
都
市
左

京
区
黒
谷
町
１
２
１
）
市
バ

ス
「
岡
崎
道
」
下
車
徒
歩
10 

分

ろ
、
地
域
貢
献
で
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
と

し
て
、
こ
ど
も
食
堂
の

案
が
で
た
と
い
う
。
有

志
で
「
こ
こ
ろ
ば
か
り

の
会
」
を
結
成
。
昨
年

３
月
に
第
１
回
目
の
こ

ど
も
食
堂
を
開
い
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
戸
惑

い
の
な
か
職
員
で
出
し

あ
っ
て
支
援
を
開
始
し

た
が
、
今
で
は
、
全
国

か
ら
支
援
が
届
く
ま
で

に
広
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
日
は
、ホ
テ
ル
「
ザ
・

抽
選
で
５
名
様
に

Ｍ
Ｋ
ミ
ニ
カ
ー

プ
レ
ゼ
ン
ト

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

くろ谷 金戒光明寺 新清和殿で
月１回開催

「三好晃子のお琴・地唄三味線教室」による琴の演奏イベ
ント。子どもたちが文化体験できる貴重な機会にもなっ
ている

ザ
・
プ
リ
ン
ス 

京
都
宝
ヶ

池
の
鎌
田
料
理
長
か
ら
冷
製

ス
ー
プ
の
提
供

井
筒
八
ッ
橋
本
舗
の
津
田
会

長
兼
社
長
か
ら
水
無
月
の
提

供

こ
ど
も
食
堂
は
地
域
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
い
る

こころばかりの会
くろ谷 こども食堂

くろ谷 こども食堂
地域交流や文化体験でにぎわう

暑中お見舞い申し上げます　　　
令和４年７月（順不同）
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大
江　
裕
之

松
田
産
業
株
式
会
社

松
田　

宗

代
表
取
締
役京

都
市
左
京
区
聖
護
院
山
王
町
16

電　

話
七
五
一
―
八
八
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
七
五
一
―
八
八
八
七

代表取締役

月の輪自動車教習所
〒520-2152
滋賀県大津市月輪1丁目6-1
TEL.077-545-2222（代）
FAX.077-545-2017
http://www.tsukinowa.co.jp

Toshifumi Maehara

前原 敏文

友だち登録は
こちらから

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

Ｍ
Ｋ
ミ
ニ
カ
ー
を
当
て
よ
う

Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

アンケート回答方法
既に友だち登録されている方は
トーク画面のリッチメニューから
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お
客
様
大
還
元
祭
開
催

お
客
様
大
還
元
祭
開
催

　

名
古
屋
Ｍ
Ｋ
で
は
創
立
20

周
年
を
記
念
し
、
令
和
４
年

７
月
１
日
よ
り
お
客
様
大
還

元
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
ご
愛
顧
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ま
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
３
つ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ご
用
意

い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

幻
の
無
料
タ
ク
シ
ー
が
期
間

限
定
で
復
活
。
今
後
と
も
名

古
屋
Ｍ
Ｋ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

幻
の
無
料
タ
ク
シ
ー
復
活

７
／
１
～
７
／
14

　

期
間
中
、
無
料
で
乗
れ
る

タ
ク
シ
ー
を
１
台
運
行
い
た

し
ま
す
。
20
周
年
記
念
の
ロ

ゴ
と
無
料
タ
ク
シ
ー
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
が
目
印
で
す
。
見
か

け
た
際
に
は
是
非
ご
乗
車
く

だ
さ
い
。

※
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

実
際
の
車
両
と
は
細
部
が
異

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
①
運
賃
が
１
万
円
を
超
え

る
場
合
、
②
高
速
代
な
ど
通

行
料
が
発
生
す
る
場
合
は
実

費
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
概
要

【
第
１
弾
】
チ
ャ
ー
ジ
で 

ポ
イ
ン
ト
20
％
還
元

�

７
／
１
午
前
５
時
～　

�
�

７
／
８
午
前
５
時

　

タ
ク
シ
ー
車
内
で
２
万
円

以
上
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
た
方
全

員
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
ポ
イ
ン
ト

20
％
還
元
い
た
し
ま
す
。

※
チ
ャ
ー
ジ
は
１
回
の
ご
乗

車
に
つ
き
１
回
ま
で
と
な
り

ま
す
。

【
第
２
弾
】
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ 

提
示
で
20
％
還
元

�

７
／
８
午
前
５
時
～　

�
�

７
／
１５
午
前
５
時

　

タ
ク
シ
ー
ご
乗
車
時
に
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
を
提
示
さ

れ
た
方
全
員
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

ポ
イ
ン
ト
20
％
還
元
い
た
し

ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
還
元
さ
れ
る
条

件
は
、
通
常
時
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
条
件
に
準
じ
ま

す
。

【
第
３
弾
】
抽
選
で 

全
額
ポ
イ
ン
ト
還
元

�

７
／
１５
午
前
５
時
～　

�
�

８
／
１
午
前
５
時

　

①
期
間
中
、
タ
ク
シ
ー
に

ご
乗
車
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

毎
日
抽
選
で
20
名
様
限
定
で

全
額
ポ
イ
ン
ト
還
元
い
た
し

ま
す
。

　

②
期
間
中
、
空
港
定
額
タ

ク
シ
ー
を
ご
利
用
の
方
の
中

か
ら
抽
選
で
20
名
様
限
定
で

全
額
ポ
イ
ン
ト
還
元
い
た
し

ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
還
元
さ
れ
る
条

件
は
、
通
常
時
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
条
件
に
準
じ
ま

す
。

※
①
は
、
タ
ク
シ
ー
ご
乗
車

中
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
を

読
み
取
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
②
は
、
期
間
終
了
後
に
対

象
者
の
中
か
ら
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※
②
の
当
選
者
に
は
８
月
上

旬
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
に
ご
登
録

い
た
だ
い
た
際
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
連
絡
を
差
し
上
げ

た
上
で
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
Ｍ
Ｋ
の
お
財
布
カ
ー
ド

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
（
タ
ク
ポ
）」

と
は

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
は
１
枚
で
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
と
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
の
機
能
を
持
っ
た

お
得
な
カ
ー
ド
。

　

チ
ャ
ー
ジ
時
に
は
ボ
ー
ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
お

支
払
い
時
に
も
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
る
、
１
枚
で
２
度
お
い

し
い
カ
ー
ド
で
す
。

　

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯

ま
る
と
「
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１

円
」
と
し
て
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
。

随
時
更
新
！

是
非
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

タ
イ
ヨ
ウ
セ
ン
イ
株
式
会
社

松
原
順
弘

代
表
取
締
役大

阪
府
和
泉
市
黒
鳥
町
一
丁
目
三
番
六
四
号

電　

話　

0
7
2
5
・
4
6
・
1
0
3
1

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
7
2
5
・
4
6
・
1
0
3
2

あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
の
企
画
立
案
か
ら

各
種
印
刷
の
企
画・編
集・制
作
の
こ
と
な
ら

﹇
本　

社
﹈
〒
６
５
０
―
０
０
４
４

　
　
　
　
　

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
丁
目
五
番
七
号

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）
３
６
２
―
７
１
８
０（
代
）

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
８
）
３
６
０
―
６
６
６
０

西
神
・
阪
神
両
工
場　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得

代
表
取
締
役
社
長　

金
元　

昌
弘

1000

深川 　剛

暑中お見舞い申し上げます
令和４年７月

（
順
不
同
）

お
客
様
大
還
元
祭
開
催

お
客
様
大
還
元
祭
開
催

名
古
屋
Ｍ
Ｋ　
周
年
記
念

20
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$
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$
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塩
見　

多
一
郎

　

生
き
物
を
色
々
と
飼
っ
て

い
る
と
、
嬉
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
悲
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
オ

ス
・
メ
ス
を
飼
っ
て
い
ま
す

の
で
、
生
ま
れ
た
有
精
卵
を

21
日
間
孵
卵
器
で
温
め
て
、

こ
の
春
３
羽
の
ヒ
ナ
が
孵
り

ま
し
た
。
ピ
ヨ
ピ
ヨ
と
可
愛

い
ヒ
ヨ
コ
た
ち
…
２
羽
は
す

ぐ
に
立
ち
始
め
て
、
エ
サ
を

食
べ
、
水
を
飲
み
始
め
ま
し

た
が
、
１
羽
だ
け
、
ど
う
し

て
も
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
子

は
両
足
が
開
脚
し
た
状
態

で
、
常
に
腹
ば
い
で
全
く
立

て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が

奇
形
な
の
か
、
脚
関
節
の
問

題
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

手
で
持
ち
上
げ
て
、
水
差

し
を
ク
チ
バ
シ
に
持
っ
て
行

く
と
飲
み
ま
し
た
。
ピ
ン
セ

ッ
ト
で
エ
サ
を
口
に
や
る

と
、ち
ゃ
ん
と
食
べ
ま
し
た
。

手
の
中
で
も
腹
ば
い
な
の

で
、
卵
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
、
小
さ
な
ヒ
ヨ
コ
の
鼓

動
を
手
に
感
じ
ま
し
た
。
何

と
か
こ
の
子
の
生
命
力
で
、

自
力
で
歩
行
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ボ
ク
が
家
に
い
る
う
ち
は
、

と
に
か
く
気
づ
け
ば
手
で
持

ち
上
げ
て
、
水
と
エ
サ
を
や

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
脚

し
た
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
る

の
が
精
一
杯
で
ど
う
し
て
も

立
て
ず
、
日
に
日
に
弱
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
一
週

間
後
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
よ
く
一
週
間
も
生
き
延

び
た
と
思
う
反
面
、
一
週
間

も
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し

殻
を
割
っ
て
出
る
力
が
足
り

ず
に
死
ぬ
子
も
い
ま
す
。
生

ま
れ
ず
に
死
ぬ
子
、
生
ま
れ

て
す
ぐ
に
死
ぬ
子
、
そ
し
て

生
き
延
び
る
子
。
目
を
背
け

た
く
な
る
部
分
も
含
め
て
、

全
て
を
目
の
当
た
り
に
し
な

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
線
香
を

あ
げ
て
も
ら
っ
た
こ
と
と
同

じ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
ヒ
ヨ
コ
の
親

に
あ
た
る
ニ
ワ
ト
リ
た
ち
は

６
羽
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
み

に
帰
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

そ
の
日
は
帰
っ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
夜
の
山
は
キ
ツ

ネ
、
イ
タ
チ
、
ノ
ラ
猫
な
ど

ニ
ワ
ト
リ
を
襲
う
生
き
物
が

う
よ
う
よ
し
て
い
ま
す
。
残

っ
た
ニ
ワ
ト
リ
ま
で
襲
わ
れ

な
い
よ
う
に
小
屋
の
戸
を
閉

め
て
、
真
っ
暗
な
山
の
中
を

捜
索
し
ま
し
た
が
見
つ
か
ら

ず
。
諦
め
か
け
た
時
、
フ
ッ

と
１
匹
の
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で

き
て
ボ
ク
の
手
に
止
ま
り
、

キ
レ
イ
に
光
り
ま
し
た
。
そ

の
瞬
間
、
ボ
ク
は
悟
り
ま
し

た
。
あ
の
子
は
す
で
に
襲
わ

れ
て
命
を
落
と
し
て
い
る
。

ボ
ク
の
持
論
で
す
が
、
地
球

上
の
大
体
の
生
命
の
数
は
決

ま
っ
て
い
て
、
誰
か
が
死
ね

ば
誰
か
が
生
ま
れ
、
誰
か
が

生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
誰

か
が
死
ん
だ
の
だ
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
手
に
止
ま
っ
た

ホ
タ
ル
は
脱
走
し
た
ニ
ワ
ト

リ
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
、
生

前
に
で
き
な
か
っ
た
あ
い
さ

つ
を
ボ
ク
に
し
に
き
た
の
だ

と
思
う
と
、
自
然
と
涙
が
出

ま
し
た
。

　

次
の
日
ニ
ワ
ト
リ
小
屋
を

見
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
６
羽
い

ま
し
た
。
ボ
ク
も
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
小
屋
の
一
部
に

隠
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

そ
こ
に
い
た
よ
う
で
す
。
裏

山
に
脱
走
し
た
と
思
い
込
ん

で
捜
索
し
、
ホ
タ
ル
の
光
に

涙
し
た
ボ
ク
の
時
間
を
返
し

な
さ
い
！

　

田
舎
暮
ら
し
公
開
中
！ 

YouTube

『
塩
見
多
一
郎
』

で
検
索
！

ま
っ
た
、
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
。
孵
卵
器
の
中
で
は
、

孵
ら
ず
に
死
ぬ
卵
も
あ
り
ま

す
。
あ
と
で
割
っ
て
調
べ
れ

ば
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ヨ
コ
の
形
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
最
後
に

が
ら
生
き
物
を
育
て
て
い
ま

す
。
短
い
命
で
し
た
が
、
せ

め
て
文
章
に
残
す
こ
と
も
、

供
養
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
誰
か
が
そ
れ
を
読
ん

で
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
た

な
元
気
で
す
。し
か
し
先
日
、

一
番
ボ
ク
に
な
つ
い
て
い
て

肩
に
乗
っ
て
き
た
り
す
る
子

が
、庭
か
ら
脱
走
し
ま
し
た
。

脱
走
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、

日
が
暮
れ
る
と
勝
手
に
小
屋

京
都
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
メ
デ
ィ
ア

Ｍ
Ｋ
メ
デ
ィ
ア

今
号
の
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

★注目記事①（記事より一部抜粋）

★注目記事②（記事より一部抜粋）

★注目記事③（記事より一部抜粋）

　

６
月
に
見
頃
を
迎
え
る
、

花ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

菖
蒲
。
色
と
り
ど
り
の
鮮

や
か
な
花
が
魅
力
的
で
す
。

京
都
の
花
菖
蒲
が
美
し
い
ス

ポ
ッ
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
。

①
京
都
府
立
植
物
園
「
花
し

ょ
う
ぶ
園
」：
年
間
約
90
万
人

と
い
う
入
園
者
数
日
本
一
の

公
設
植
物
園
。
１
９
２
４
年

開
園
の
日
本
を
代
表
す
る
植

物
園
で
、
四
季
を
通
じ
て
京

都
府
民
の
休
日
の
お
出
か
け

定
番
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
園
内

中
心
部
に
あ
る
大
枝
垂
桜
を

取
り
囲
む
花
し
ょ
う
ぶ
園
で

は
１
５
０
品
種
の
紫
、白
、黄
、

ピ
ン
ク
の
色
と
り
ど
り
の
花

か
つ
て
は
朝
廷
か
ら
特
別
の

奉
幣
を
受
け
た
京
都
近
郊
の

二
十
二
社
の
一
つ
と
し
て
高

い
社
格
を
誇
り
、
橘
氏
の
氏

神
と
し
て
栄
え
て
き
た
神
社
。

神
苑
は
、
東
、
北
、
西
の
３

つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い

て
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
梅

や
カ
キ
ツ
バ
タ
、
ツ
ツ
ジ
、

ア
ジ
サ
イ
、
ツ
バ
キ
な
ど
が

咲
き
乱
れ
ま
す
。
中
で
も
美

し
い
の
が
、
６
月
に
見
頃
を

迎
え
る
花
菖
蒲
。
花
菖
蒲
と

同
時
期
に
見
頃
を
迎
え
る
ア

ジ
サ
イ
も
お
す
す
め
で
、
典

型
的
な
梅
雨
の
「
日
本
の
風

景
」
に
出
会
え
ま
す
。

菖
蒲
が
池
を
埋
め
尽

く
し
ま
す
。
５
月
半

ば
か
ら
花
菖
蒲
の
早

咲
き
品
種
が
咲
き
始

め
、
６
月
上
旬
～
下

旬
に
か
け
て
花
し
ょ

う
ぶ
園
全
体
が
見
頃

を
迎
え
、
遅
咲
き
の

品
種
は
７
月
初
め
ま

で
と
長
期
間
に
わ
た

り
開
花
し
ま
す
。

②
梅う

め
の
み
や
た
い
し
ゃ

宮
大
社「
神
苑
」：

③
二
条
城
〈
中
京

区
〉：
四
季
を
通
じ

て
植
物
が
楽
し
め
る

二
条
城
。
２
０
２
０

年
に
３
０
０
０
株
の

あ
じ
さ
い
コ
ー
ナ
ー

が
誕
生
し
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
が
咲
く
、

城
内
南
西
部
の
西せ

い

南な
ん

隅す
み
や
ぐ
ら櫓

の
前
は
、
あ
じ

さ
い
の
季
節
の
み
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

６
月
は
梅
雨
の
シ
ー
ズ

ン
。
雨
の
日
に
こ
そ
美
し
く

映
え
る
の
が
あ
じ
さ
い
の
花

で
す
。
京
都
に
あ
る
あ
じ
さ

い
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を

ご
紹
介
。

①
御
池
通
〈
中
京
区
〉：
京
都

の
東
西
を
結
ぶ
御
池
通
に
は

多
く
の
あ
じ
さ
い
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
は
載
ら
な
い
「
穴
場
ス
ポ

ッ
ト
」。
御
池
通
で
は
、
京
都

の
他
の
あ
じ
さ
い
ス
ポ
ッ
ト

よ
り
一
週
間
以
上
早
い
６
月

上
旬
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

②
高
瀬
川
〈
下
京
区
〉：
京

都
の
若
者
が
集
ま
る
木
屋
町

通
。
木
屋
町
通
沿
い
に
流
れ

る
高
瀬
川
を
彩
る
あ
じ
さ
い

は
、
中
で
も
三
条
通
以
北
の

御
池
通
付
近
や
四
条
通
以
南

の
松
原
通
付
近
、
五
条
通
付

近
が
あ
じ
さ
い
ス
ポ
ッ
ト
。

特
に
五
条
通
以
南
で
は
多
く

の
あ
じ
さ
い
が
咲
い
て
い
ま

す
。

　

京
都
Ｍ
Ｋ
で
は
、
観
光
・

グ
ル
メ
・
遊
び
・
暮
ら
し
・

特
集
・
ニ
ュ
ー
ス
の
項
目
に

分
け
て
、
地
元
京
都
独
自
の

視
点
で
、
様
々
な
情
報
を
ブ

ロ
グ
形
式
で
発
信
し
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｋ
新
聞
で
は
そ
れ
ら

の
記
事
の
中
か
ら
、
直
近
で

特
に
注
目
を
集
め
た
記
事
を

一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

随
時
更
新
！

是
非
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ー
ト
あ
じ
さ
い
は
京

都
・
三み

室む
ろ

戸ど

寺じ

が
有
名
で
す

が
、
実
は
ど
こ
で
も
出
現
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ー
ト
の
あ
じ
さ
い
と
は
…

幸
せ
を
呼
び
、
恋
を
叶
え
て

く
れ
る
と
い
う
縁
起
の
良
い

あ
じ
さ
い
。
携
帯
で
写
真
を

https://media.mk-group.
co.jp/

で
あ
れ
ば
、
ハ
ー
ト
の
あ
じ

さ
い
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
実
は
特
別
な
あ
じ
さ

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ー
ト
の
あ
じ
さ
い
の
で
き

方
…
普
通
の
あ
じ
さ
い
が
花

の
重
み
で
垂
れ
下
が
る
こ
と

で
出
来
上
が
る
の
で
最
初
か

ら
ハ
ー
ト
の
形
を
し
て
咲
く

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
旦

ハ
ー
ト
型
に
な
っ
て
も
さ
ら

に
形
が
崩
れ
て
い
き
ま
す
。

ハ
ー
ト
の
形
を
し
て
い
る
期

間
は
短
く
、
数
日
間
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

日
々
形
が
変
わ
る
た
め
、
最

も
美
し
く
整
っ
た
ハ
ー
ト
型

な
の
は
１
日
だ
け
。
ま
さ
に

幻
の
あ
じ
さ
い
で
す
。

三
室
戸
寺
と
ハ
ー
ト
の
あ
じ

さ
い
…
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
有

名
な
三
室
戸
寺
は
、
ハ
ー
ト

の
あ
じ
さ
い
の
「
発
祥
の
地
」

で
、
境
内
で
「
花
の
茶
屋
」

を
営
む
岩
井
製
菓
さ
ん
が
２

０
１
０
年
に
「
ハ
ー
ト
の
あ

じ
さ
い
」
と
し
て
情
報
を
発

信
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

撮
っ
て
待
ち
受
け
画

面
に
す
る
人
も
。
普

通
は
丸
い
形
を
し
た

花
を
咲
か
せ
る
あ
じ

さ
い
で
す
が
、
稀
に

ハ
ー
ト
の
形
を
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、

滅
多
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
だ
け
に
、

貴
重
で
す
。
普
通
の

セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ
サ
イ

（
ホ
ン
ア
ジ
サ
イ
）

暑中お見舞い申し上げます　　　
令和４年７月

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
六
角
上
ル

電
話
０
７
５･

２
２
１･

４
０
０
０

松
井　

雄

公　

益　

社
本社　〒520-0831　滋賀県大津市松原町12-13

Tel 077-534-2344  Fax 077-534-2992

代表取締役　小林 真人

株式会社
ステッグバーコーポレーション

シートカバーリース・小型自動納金機

（順不同）
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キャンセル料

11日目に当たる日以前 無料

10日目に当たる日以前 20％

７日目に当たる日以前 30%

旅行開始日の前日　　 40％

旅行開始日の当日　　 50％

旅行開始後又は無連絡 100％

〈お申込みについてのご注意〉
※最少催行人員に満たない場合は、旅行の実施を取りやめることがあります。
出発日前にその旨をご連絡し、お客様から当社がお預かりしている旅行費用の
全額をお返しいたします。
※旅行条件・旅行代金は、2022年６月23日現在を基準としています。
※行程および帰着時間は交通事情などにより変更になる場合があります。
※お申込みの前に弊社の募集型企画旅行規約をご確認ください。

〈お支払い方法〉
【ＷＥＢシステムよりご予約の場合】　　　【お電話・ご来店でのご予約の場合】
・店頭にてお支払　　　　　　　　　　　・店頭にてお支払
・コンビニ決済
・クレジットカード決済

〈キャンセルとキャンセル料について〉
◆コンビニ決済をご選択の場合、支払期限を過ぎますとご予約は自動的にキャ
ンセルとなりますのでご注意ください。
◆お客様のご都合でご予約をキャンセルされた場合、下記キャンセル料を申し
受けます。お支払いいただきました旅行代金よりキャンセル料を相殺して、お
客様へご返金させていただきます。

【店頭決済／銀行振込／コンビニ決済の場合】
　お客様のご指定の口座へご返金させていただきます。

【クレジットカード決済の場合】
　ご利用のクレジットカード会社を経由して、ご返金させていただきます。締
め日のタイミングによっては一度請求が発生し、その後返金処理となります。

京都観光タクシーツアー　【T007】

匠の技と味に触れる西陣ツアー
送迎付きプラン/宿泊付きプラン

〈料金（税込）〉

旅行代金
（大人／子ども）

13,000円

〈料金（税込）〉

大人 13,000円

小学生 10,000円

幼児（座席のみ） 2,000円

〈料金（税込）〉大人1名様

片道送迎付きプラン 27,760円

往復送迎付きプラン 45,520円

※宿泊付きプランあり

〈旅行条件〉

出発地 京都市

添乗員／ガイド なし／なし

食事 あり

最少催行人数 ４名

〈旅行条件〉

出発地 京都市

添乗員／ガイド あり／なし

食事 あり

最少催行人数 15名

〈旅行条件〉

出発地 京都市

添乗員／ガイド なし／なし

食事 あり

最少催行人数 2名

〈出発予定日〉　7/15㈮、 7/22㈮、 7/29㈮、 8/5㈮

〈出発予定日〉　7/5㈫、7/16㈯、7/24㈰ 〈出発予定日〉　7/7㈭、7/8㈮、8/4㈭、8/5㈮、8/25㈭、8/26㈮

京都観光タクシーツアー　【S029】

京都発日帰りバスツアー　【W018MK】

｢森の京都｣綾部へ　蓮ツアー！ 2000年の眠りから覚めた
大賀ハスの｢極楽寺｣・関西花の寺2番｢楞

りょうごんじ

厳寺｣ 
～綾部名店｢そばの花｣の手打ちそばランチ付き～

【夕日ヶ浦温泉】あまーい砂丘メロン
狩り体験と活アワビグルメ会席

〈行程〉

日時 場所

9：00 京都駅八条口ＭＫタクシー
のりば（集合・出発）

10：45 楞厳寺到着
〈拝観〉

〈行程〉

日時 場所

8：00 京都駅八条口・アバンティ前
（集合・出発）

10：40
宝珠山如意寺

【関西花の寺７番札所】
〈自由参拝〉

11：00 メロン農園
〈メロン狩り体験〉

〈行程〉

日時 場所

ご希望
時刻 ご自宅・ホテルへお迎え

12：00 天㐂
〈ご昼食　約1時間〉

13：15 京都西陣 ふくおか
〈工房見学　約１時間〉

11：45 極楽寺到着
〈拝観〉

12：45 そばの花到着
〈ご昼食〉

15：00 京都駅八条口ＭＫタクシー
のりば（解散）

12：00
海花亭

〈活あわび付きグルメ会席・
食後メロン30分食べ放題〉

14：00 かに一番木津店
〈お買い物〉

17：45 京都駅八条口・アバンティ前
（解散）

14：30 京西陣 菓匠 宗禅
〈あられ焼き体験　約１時間半〉

16：00

解散
〈往復送迎付きプラン、宿泊
＋送迎付きプランの場合、ご
自宅・ホテルへ送迎〉
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【110】
ア
ク
シ
ア
ル 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社

に
よ
る
Ｔ
Ｑ
Ｍ
講
座
（
２
０
２
２
年
度
）

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

助
川　
将
啓

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

　

昨
年
度
、
ア
ク
シ
ア
ル 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社

（
以
下
、
ア
ク
シ
ア
ル
と
略

す
）
に
よ
る
Ｔ
Ｑ
Ｍ
講
座
が

鈴
木
信
貴
准
教
授
の
講
義
と

連
携
し
て
開
催
さ
れ
、
Ｍ
Ｋ

新
聞
に
も
２
０
２
１
年
11
月

１
日
号
に
記
事
と
し
て
掲
載

し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
の

講
義
を
改
善
し
た
Ｔ
Ｑ
Ｍ
講

座
が
５
月
24
日
と
31
日
に
本

学
で
行
わ
れ
た
。
ア
ク
シ
ア

ル
の
人
事
異
動
に
よ
り
講
師

も
変
わ
り
、
今
年
度
は
水
島

典
子
氏
、
植
木
卓
氏
に
よ
っ

て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

ア
ク
シ
ア
ル
は
、
新
潟
県

を
中
心
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
事
業
を
展
開
し
て
い
る

東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
で

あ
り
、
原
信
、
ナ
ル
ス
、
フ

レ
ッ
セ
イ
と
い
っ
た
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
持
株
会
社

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
原
信

は
長
岡
技
大
が
あ
る
長
岡
市

内
に
16
店
舗
存
在
す
る
。
私

も
普
段
か
ら
頻
繁
に
利
用
し

て
い
る
馴
染
み
深
い
企
業
で

あ
り
、
今
回
の
講
座
を
非
常

に
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　

改
め
て
用
語
を
説
明
す

る
と
、
Ｔ
Ｑ
Ｍ
は
、Total 

Quality M
anagement

（
総

合
的
品
質
管
理
）
の
略
称
で

顧
客
満
足
に
向
け
て
企
業
の

全
組
織
を
効
果
的
・
効
率
的

に
運
営
し
企
業
目
的
の
達
成

に
貢
献
す
る
全
社
的
な
体
系

的
活
動
の
こ
と
を
指
す
。
Ｔ

Ｑ
Ｍ
活
動
の
一
環
と
し
て
Ｑ

Ｃ
（Quality control

：
品

質
管
理
）サ
ー
ク
ル
が
あ
る
。

問
題
解
決
の
た
め
に
Ｑ
Ｃ
サ

ー
ク
ル
を
結
成
し
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
で
品
質
改
善
、
工
程

改
善
な
ど
の
具
体
的
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ク
シ
ア
ル
で
は
年
に
数
回
、

こ
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
で
の
活

動
を
発
表
す
る
大
会
を
行
い
、

同
社
内
で
工
夫
し
た
取
り
組

み
や
そ
れ
ら
に
関
す
る
知
識

を
他
店
舗
な
ど
に
も
共
有
す

る
こ
と
で
全
社
的
な
改
善
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
講
座
で
は
、
ま

ず
、
Ｑ
Ｃ
、
Ｔ
Ｑ
Ｍ
、
Ｑ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
と
い
っ
た
基
本
用

語
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

次
に
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
問
題

解
決
手
法
に
つ
い
て
演
習
を

交
え
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
度
と
の
講
義
の
違
い

は
、
昨
年
度
は
、
Ｑ
Ｃ
の
分

析
手
法
で
あ
る
Ｑ
Ｃ
７
つ
道

具
、
新
Ｑ
Ｃ
７
つ
道
具
を
説

明
し
、Ｑ
Ｃ
７
つ
道
具
の「
パ

レ
ー
ト
図
」、「
特
性
要
因
図
」

の
演
習
を
行
っ
た
が
、
今
年

度
は
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
一

連
の
問
題
解
決
の
流
れ
を
意

識
し
て
講
義
が
設
計
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
問
題
解

決
の
流
れ
（
ス
テ
ッ
プ
）
は
、

企
業
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

ア
ク
シ
ア
ル
で
は
、
問
題
解

決
型
の
場
合
、
10
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
テ
ー
マ
選
定
理

由
、
活
動
計
画
、
現
状
把
握
、

目
標
設
定
、
要
因
解
析
、
対

策
立
案
、
対
策
実
施
、
効
果

確
認
、
歯
止
め
、
反
省
と
今

後
の
課
題
、
の
10
ス
テ
ッ
プ

で
あ
る
。
今
年
度
の
講
義
で

は
、
最
初
に
こ
の
流
れ
全
体

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次

に
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ

る
テ
ー
マ
選
定
理
由
か
ら
順

番
に
講
義
が
行
わ
れ
た
。
今

年
度
は
、
３
段
階
目
の
現
状

把
握
の
た
め
の
有
効
な
手
法

と
し
て
パ
レ
ー
ト
図
、
５
段

階
目
の
要
因
解
析
の
た
め
の

有
効
な
手
法
と
し
て
特
性
要

因
図
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
実
際
に
学
生
が
作
成

す
る
演
習
が
行
わ
れ
た
。
特

性
要
因
図
の
演
習
後
に
残
り

の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
講
義

が
あ
り
、
２
回
の
講
義
が
終

了
し
た
。

　

今
回
の
演
習
で
は
、
時
間

の
都
合
上
、
問
題
解
決
の
10

項
目
の
ス
テ
ッ
プ
の
う
ち
、

２
項
目
の
演
習
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
２
項
目
に
取

り
組
む
だ
け
で
も
様
々
な
要

因
の
可
能
性
が
あ
り
、
表
現

方
法
に
気
を
つ
け
な
が
ら
言

語
化
す
る
の
が
難
し
く
簡
単

に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
演
習

い
講
義
で
あ
り
、
両
氏
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

茨
城
県
出
身
。
茨
城
高
専

卒
業
。
現
在
、
長
岡
技
術
科

学
大
学
情
報
・
経
営
シ
ス
テ

ム
工
学
課
程
の
第
４
学
年
に

在
籍
。

を
通
し
て
実
際
の
企
業
は
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
時
間
を

か
け
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

よ
く
理
解
で
き
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
企
業

が
実
際
に
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
普
段

か
ら
利
用
す
る
企
業
だ
か
ら

こ
そ
違
っ
た
側
面
で

見
ら
れ
る
の
は
非
常

に
嬉
し
か
っ
た
。
今

回
、
講
師
を
務
め
た

水
島
氏
は
、最
後
に
、

い
つ
も
は
会
社
で
社

員
を
対
象
に
講
義
を

行
っ
て
お
り
、
今
回

の
よ
う
に
多
く
の
学

生
の
前
で
講
義
を
す

る
と
い
っ
た
こ
と
は

初
め
て
だ
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
。
学
生

に
合
わ
せ
て
講
義
を

行
う
こ
と
は
大
変
だ

っ
た
と
思
う
が
、
水

島
氏
、
植
木
氏
と
も

と
て
も
分
か
り
や
す

Ｔ
Ｑ
Ｍ
講
座
の
講
義
風
景

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

高
島
易
断
鑑
定
所　

高
島　
寿
周

↓
７
月
７
日（
小
暑
）〜
８
月
６
日
ま
で

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
吉
神
の
助
け
を
得

て
、
華
や
か
で
強
力
な
運

気
。
一
気
に
物
事
を
推
し
進

め
、
破
竹
の
勢
い
で
の
快
進

撃
が
可
能
。
ま
た
、
文
書
や

印
鑑
の
取
扱
い
上
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
り
が
ち
。
普
段
よ

り
念
入
り
に
確
認
し
、か
つ
、

処
理
は
テ
キ
パ
キ
と
迅
速
に

行
う
こ
と
が
大
切
。
何
事
も

月
の
前
半
に
処
理
を
す
る
こ

と
。
吉
方
位
は
南
西
・
東
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

辛
労
の
多
い
わ
り
に
効
果

の
上
が
ら
な
い
月
で
あ
る
。

迫
害
や
苦
情
な
ど
が
起
こ
り

や
す
く
、
良
策
と
考
え
た
こ

と
が
結
果
的
に
は
裏
目
に
出

る
。
訴
訟
争
論
、
失
物
や
盗

難
に
注
意
。
内
面
の
充
実
を

図
る
こ
と
。
現
状
維
持
で
新

し
い
こ
と
は
控
え
る
よ
う
に
。

腰
か
ら
下
と
鼻
の
病
気
に
注

意
。
吉
方
位
は
東
北
・
西
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
は
少
し
ず
つ
上
昇

し
、
趣
味
が
増
え
、
ス
ポ
ー

ツ
、
結
婚
、
恋
愛
な
ど
、
特

に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
家
庭
的

な
面
で
嬉
し
い
出
来
事
が
い

く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
。
転
職

な
ど
は
助
言
を
受
け
て
慎
重

に
す
る
こ
と
。
や
っ
と
ト
ン

ネ
ル
の
明
か
り
が
見
え
て
き

た
月
。
身
体
中
の
柔
ら
か
い

と
こ
ろ
、
肩
、
腕
な
ど
の
病

気
や
ケ
ガ
に
注
意
が
必
要
。

吉
方
位
は
南
・
西
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

春
の
陽
気
の
よ
う
に
希
望

に
満
ち
て
、
明
る
い
運
気
の

到
来
。
吉
運
の
月
な
の
で
、

思
い
立
っ
た
こ
と
は
速
や
か

に
決
行
す
る
方
が
良
い
。
縁

談
、
開
店
、
起
業
、
移
転
、

普
請
す
べ
て
吉
。
し
か
し
軽

挙
妄
動
は
失
敗
の
元
だ
か
ら
、

よ
く
熟
慮
す
る
こ
と
が
肝
要
。

吉
方
位
は
南
・
南
西
・
東
北
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
に
も
春
の
よ
う
な
時

期
が
訪
れ
、
ま
さ
に
百
花
繚

乱
、
盛
運
気
を
迎
え
る
。
諸

事
努
力
の
し
が
い
が
あ
る
月

な
の
で
何
事
も
怠
ら
ず
努
め

る
方
が
良
い
。
新
規
事
は
手

間
取
る
と
邪
魔
が
入
る
。
ま

た
、
遠
方
か
ら
吉
事
の
便
り

が
あ
る
。
吉
方
位
は
東
北
・

北
・
西
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

滞
運
の
月
で
、
何
事
も
思

う
よ
う
に
運
ば
な
い
か
ら
焦

ら
な
い
方
が
良
い
。
無
理
を

す
る
と
病
難
や
損
失
が
あ
り

が
ち
。
無
計
画
を
避
け
、
足

元
を
固
め
て
常
に
自
戒
の
心

を
忘
れ
な
い
こ
と
。
中
宮
に

入
る
時
は
何
事
も
静
観
し
、

新
規
事
は
控
え
る
こ
と
。
吉

方
位
は
北
・
南
・
西
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
は
次
第
に
隆
盛
に
向

か
う
。
束
縛
か
ら
開
放
さ
れ

た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
積

極
的
に
活
躍
を
始
め
、
短
期

決
戦
を
試
み
る
傾
向
が
あ

る
。
業
務
上
は
努
力
の
し
が

い
の
あ
る
月
。
新
規
開
始
事

は
一
応
年
長
者
の
意
見
を
聞

く
方
が
良
い
。吉
方
位
は
北
・

南
・
西
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

な
ん
と
な
く
心
が
浮
き
立

っ
て
酒
色
で
散
財
し
が
ち
の

時
。
普
請
、
造
作
、
移
転
、

旅
行
、
婚
姻
、
就
職
な
ど
吉
。

ま
た
家
庭
に
紛
糾
が
あ
り
が

ち
な
の
で
注
意
が
肝
要
。
人

と
の
繋
が
り
の
中
か
ら
様
々

な
喜
び
事
が
生
じ
る
。
吉
方

位
は
東
北
・
北
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
問

題
も
、
計
画
中
の
事
柄
も
、

少
し
立
ち
止
ま
っ
て
再
検
討

す
る
こ
と
。
一
時
的
な
気
分

で
物
事
を
決
定
す
る
の
で
は

な
く
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く

見
定
め
、
柔
軟
な
判
断
を
心

が
け
る
こ
と
。
変
化
の
月
。

現
状
維
持
が
大
切
。
吉
方
位

は
北
・
西
・
東
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

http://jushu-takashim
a.

com/

※
用
語
説
明

悪
殺
…
五
黄
殺
気
方
位
の
反

対
側
の
方
位
で
、
暗
剣
殺
と

も
い
う
。
相
性
・
比
和
し
て

吉
方
位
に
な
っ
て
い
て
も
避

け
た
方
が
良
い
方
位
。

五
黄
殺
…
年
盤
や
月
盤
で
五

黄
土
星
が
運
行
し
て
い
る
方

位
の
こ
と
を
い
い
、
凶
の
作

用
が
強
く
出
る
方
位
。

小
暑
…
大
暑
の
前
で
、
や
や

暑
さ
を
増
し
て
く
る
頃
を
い

う
。
毎
年
７
月
７
日
頃
。

大
暑
…
暑
さ
が
ま
す
ま
す
激

し
く
な
る
頃
を
い
う
。
毎
年

７
月
23
日
頃
と
な
る
。

７月（六白金星の月）
七月七日（小暑）～八月六日

転職・転居支援金20万円を支給いたします
業績好調により、支援金支給を始めました。詳細はお問合せください。
MKタクシー・ハイヤーなら安定した収入が見込めます。ご応募ください。⇩ ⇩
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貴
船
神
社

七
夕
笹
飾
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

７
／
１
～
８
／
15

貴
船
神
社　
　
　

　

七
夕
は
古
代
中
国
で
秋
の

豊
作
を
祈
り
、
川
を
祀
っ
た

風
習
に
由
来
し
雨
乞
い
の
た

め
の
「
水
神
祭
」
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
雨
乞
い
の
社
」

と
し
て
称
え
ら
れ
た
貴
船
神

社
に
と
っ
て
縁ゆ

か
り

の
深
い
日
。

境
内
の
笹
飾
り
と
社
殿
が
雅

や
か
に
照
ら
さ
れ
情
緒
あ
ふ

れ
る
風
情
が
楽
し
め
る
。

　

貴
船
神
社（
京
都
バ
ス「
貴

船
」
下
車
、
徒
歩
約
５
分
）

に
て
、
７
月
１
日
（
金
）
～

８
月
15
日
（
月
）
ま
で
。
年

中
無
休
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

夕
暮
れ
～
午
後
８
時
（
授
与

所
受
付
は
同
７
時
頃
ま
で
）。

参
拝
料
無
料
。
貴
船
神
社
☎

０
７
５
・
７
４
１
・
２
０
１

６

貞じ
ょ
う
き
ょ
う
ぼ
ん
た
い
ま
ま
ん
だ
ら

享
本
當
麻
曼
荼
羅
修

理
完
成
記
念　

特
別
展

中
将
姫
と
當
麻
曼
荼
羅

―
祈
り
が
紡
ぐ
物
語
―

７
／
16
～
８
／
28

奈
良
国
立
博
物
館

　

奈
良
・
當
麻
寺
の
本
尊
、

綴つ
づ
れ
お
り
た
い
ま
ま
ん
だ
ら

織
當
麻
曼
荼
羅
は
約
１
２

５
０
年
前
に
現
れ
た
奇
跡
の

曼
荼
羅
と
し
て
尊
ば
れ
て
き

た
。
極
楽
浄
土
の
様
子
を
表

す
曼
荼
羅
の
成
立
に
、
極
楽

往
生
を
望
ん
だ
奈
良
時
代
の

貴
族
の
娘
、
中ち

ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

将
姫
が
関
わ

っ
た
と
い
う
伝
承
は
鎌
倉
時

代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
當
麻
曼

荼
羅
と
中
将
姫
へ
の
長
い
信

仰
の
歴
史
の
中
で
、
綴
織
當

麻
曼
荼
羅
の
絵
画
に
よ
る
写

し
が
多
数
描
か
れ
て
き
た
。

そ
の
中
で
最
も
詳
細
に
図
様

を
伝
え
、
鮮
や
か
な
色
彩
で

描
か
れ
た
名
品
が
、
霊
元
天

皇
の
宸し

ん

筆ぴ
つ

を
得
て
江
戸
時
代

に
完
成
し
た
、
貞じ

ょ
う
き
ょ
う
ぼ
ん
た
い
ま

享
本
當
麻

曼ま
ん

荼だ

羅ら

。
本
展
で
は
修
理
を

終
え
た
貞
享
本
の
美
し
い
姿

が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
修
理
過
程
で

確
認
さ
れ
た
資
料

を
紹
介
し
な
が

ら
、
貞
享
本
製
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

全
貌
が
示
さ
れ

る
。

　

奈
良
国
立
博
物

館　

西
新
館
（
Ｊ

Ｒ
「
奈
良
」
駅
ま

た
は
近
鉄「
奈
良
」

駅
か
ら
市
内
循
環

バ
ス
外
回
り
「
氷
室
神
社
・

国
立
博
物
館
」
下
車
す
ぐ
）

に
て
、
７
月
16
日
（
土
）
～

８
月
28
日
（
日
）
ま
で
。
休

館
日
は
月
曜
（
た
だ
し
、
７

月
18
日
、
８
月
15
日
は
開

館
）、
７
月
19
日
。
午
前
９

時
30
分
～
午
後
６
時
（
土
曜

は
同
７
時
ま
で
）、
入
館
は

閉
館
30
分
前
ま
で
。
一
般
１

６
０
０
円
、
高
大
生
１
０
０

０
円
、
小
中
生
５
０
０
円
。

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

０
・
５
５
４
２
・
８
６
０
０

※
会
期
や
開
館
時
間
等
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
当
館
公
式
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

『
金
曜
日
の
砂
糖
ち
ゃ
ん
』

原
画
（
偕
成
社
、
２
０
０
３
年
）

《『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』
挿
絵

原
画
》 

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー 

１
９
０
２

年　

ウ
ォ
ー
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
／
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ン
社　

©
Frederick 

W
arne &

 C
o. Ltd, 2017

Ⓒ野田サトル／集英社

出
版
１
２
０
周
年

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
トTM
展

７
／
２
～
９
／
４　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

今
な
お
世
界
中
で
愛
さ
れ

続
け
る
い
た
ず
ら
好
き
な
ウ

サ
ギ
、
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

トTM

。
作
者
の
ビ
ア
ト
リ
ク 

ス
・
ポ
タ
ーTM

に
よ
っ
て
紡

ぎ
出
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ン
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
物
語
は
、

２
０
２
２
年
で
出
版
１
２
０

周
年
を
迎
え
る
。
本
展
は
、

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
誕
生
前

わ
け
あ
っ
て
絶
滅
し

ま
し
た
。
展

７
／
22
～
９
／
４　
　

大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル

　

シ
リ
ー
ズ
累
計
発
行
部
数

90
万
部
を
超
え
る
大
人
気
図

鑑
『
わ
け
あ
っ
て
絶
滅
し
ま

し
た
。』
シ
リ
ー
ズ
が
、
初

の
大
型
展
覧
会
を
開
催
。
本

展
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
の
顔
で

あ
る「
や
さ
し
す
ぎ
て
絶
滅
」

し
て
し
ま
っ
た
ス
テ
ラ
ー
カ

イ
ギ
ュ
ウ
や
大
型
肉
食
恐
竜

の
代
表
格
・
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
の
全
身
骨
格
（
レ
プ
リ

カ
）
な
ど
の
骨
格
標
本
や
化

石
を
展
示
。
ま
た
、
体
を
動

か
し
た
り
、
化
石
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、絶
滅
理
由
を
見
て
、

夜
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の

歩
み
を
作
品
や
資
料
合
わ
せ

て
約
１
７
０
点
か
ら
振
り
返

る
。
物
語
の
原
点
で
あ
る
直

筆
絵
手
紙
と
、『
ピ
ー
タ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』
の

彩
色
画
全
点
が
一
堂
に
展
示

さ
れ
る
、
日
本
初
の
機
会
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
近
鉄「
大
阪
阿
部
野
橋
駅
」・

Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
駅
」
よ
り
す

ぐ
。あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
16
階
）

に
て
、
７
月
２
日
（
土
）
～

９
月
４
日
（
日
）
ま
で
。
休

館
日
は
７
月
４
日
、
11
日
。

遊
ん
で
、
学
べ
る

展
覧
会
。

　

大
阪
南
港
Ａ
Ｔ

Ｃ
ホ
ー
ル
（
Ｏ
ｓ

ａ
ｋ
ａ 

Ｍ
ｅ
ｔ

ｒ
ｏ
「
ト
レ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
前
」
駅

ま
た
は「
中
ふ
頭
」

駅
下
車
）
に
て
、

７
月
22
日
（
金
）

～
９
月
４
日（
日
）

ま
で
。
会
期
中
無

休
。
午
前
９
時
30

午
前
10
時
～
午

後
８
時
（
月
土

日
祝
は
同
６
時

ま
で
）、
入
館

は
閉
館
30
分
前

ま
で
。
一
般
１

６
０
０
円
、
大

高
生
１
２
０
０

円
、
中
小
生
５

０
０
円
。
あ
べ

の
ハ
ル
カ
ス
美

術
館
☎
０
６
・

４
３
９
９
・
９

０
５
０
※
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

分
～
午
後
４
時
30
分
（
入
場

は
30
分
前
ま
で
）。
一
般
１

８
０
０
円
、
３
歳
～
中
学
生

９
０
０
円
、
２
歳
以
下
入
場

無
料
。
わ
け
あ
っ
て
絶
滅
し

ま
し
た
。展 

事
務
局
☎
０
６・

６
６
１
５
・
５
５
５
６
※
諸

般
の
事
情
に
よ
り
、
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

開
催
内
容
の
変
更
や
入
場
規

制
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報
は
美
術
館
公

式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

TM
 & © FW

 & Co., 2022

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

み
み
を
す
ま
す
よ
う
に

酒
井
駒
子
展

７
／
９
～
８
／
28

兵
庫
県
立
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟　

　
『
よ
る
く
ま
』『
金
曜
日
の

砂
糖
ち
ゃ
ん
』（
い
ず
れ
も
偕

成
社
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
絵

本
作
家
・
酒
井
駒
子
。
静
謐

さ
を
た
た
え
た
美
し
い
絵
と
、

詩
的
で
思
索
的
な
文
と
の
響

き
合
い
が
多
く
の
人
々
を
魅

了
し
て
き
た
。
ブ
ラ
チ
ス
ラ

バ
世
界
絵
本
原
画
展
で
金
牌
、

オ
ラ
ン
ダ
「
銀
の
石
筆
賞
」

受
賞
な
ど
、
海
外
で
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
本
展
は
、

酒
井
駒
子
の
関
西
初
の
大
規

　

京
都
文
化
博
物
館 

４
・

３
階
展
示
室
（
地
下
鉄
「
烏

丸
御
池
」
駅
下
車
５
番
出
口

よ
り
徒
歩
約
３
分
）
に
て
、

７
月
９
日
（
土
）
～
９
月
11

日
（
日
）
ま
で
。
休
館
日
は

月
曜
（
た
だ
し
、
７
月
18
日

は
開
館
）、
７
月
19
日
。
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
金
曜

は
同
７
時
30
分
ま
で
）、
入

場
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
ま

で
。
一
般
・
大
学
生
１
５
０

０
円
、中
高
生
１
２
０
０
円
、

小
学
生
９
０
０
円
。
京
都
文

化
博
物
館
☎
０
７
５
・
２
２

２
・
０
８
８
８
（
代
表
）
※

今
後
の
状
況
に
よ
り
、
会
期

や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
京

都
会
場
公
式
サ
イ
ト
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

連
載
完
結
記
念

ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
展

７
／
９
～
９
／
11

京
都
文
化
博
物
館

　

明
治
末
期
の
北
海
道
・
樺

太
を
舞
台
に
、
漫
画
家
・
野

田
サ
ト
ル
氏
が
描
く
大
人
気

漫
画
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム

イ
』。
本
展
は
、
１
２
０
点

を
超
え
る
イ
ラ
ス
ト
や
、
作

中
に
登
場
し
た
民
具
な
ど
の

関
連
資
料
を
多
数
展
示
。
金

塊
争
奪
戦
を
発
端
と
し
た
元

兵
士
の
杉
元
佐
一
や
ア
イ
ヌ

の
少
女
ア
シ
リ
パ
ら
の
躍
動

を
体
感
、
２
人
の
旅
路
を
追

体
験
で
き
る
。
国
内
の
各
賞

を
受
賞
し
、
国
際
的
な
評
価

も
高
い
“
和
風
闇
鍋
ウ
エ
ス

タ
ン
”、『
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム

イ
』
の
世
界
を
味
わ
え
る
展

覧
会
。

模
個
展
。
デ
ビ
ュ
ー
作
か
ら

最
新
作
ま
で
20
冊
を
超
す
絵

本
を
中
心
に
、
約
２
５
０
点

の
原
画
を
展
示
す
る
。

　

兵
庫
県
立
美
術
館 

ギ
ャ

ラ
リ
ー
棟
３
階
（
Ｊ
Ｒ
「
灘
」

駅
か
ら
南
へ
徒
歩
約
10
分
、

阪
神
「
岩
屋
」
駅
か
ら
南
へ

徒
歩
８
分
）
に
て
、
７
月
９

日
（
土
）
～
８
月
28
日
（
日
）

ま
で
。
月
曜
休
館
（
た
だ

し
、
７
月
18
日
開
館
、
翌
19

日
は
休
館
）。
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
入
場
は
30
分
前

ま
で
）。
一
般
１
５
０
０
円
、

高
大
生
１
１
０
０
円
、
小
中

生
５
０
０
円
。
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
０
・
５
５
４
２
・

８
６
０
０
（
午
前
９
時
～
午

後
８
時
、
８
月
29
日
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
会
期
や
内

容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報

は
美
術
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

☆
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

５
組
10
名
ご

招
待

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y

①
出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
３

面
）

１
組
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
トTM

展
」

（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

③
兵
庫
県
立
美
術
館 

ギ
ャ

ラ
リ
ー
棟
「
み
み
を
す
ま
す 

よ
う
に　

酒
井
駒
子
展
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
京
都
文
化
博
物
館
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
カ
ム
イ
展
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑤
奈
良
国
立
博
物
館
「
中
将

姫
と
當
麻
曼
荼
羅
―
祈
り
が

紡
ぐ
物
語
―
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
柏
レ
イ
ソ
ル

戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
─
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
─

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
７
月

15
日
（
金
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://www.m
k-group.

co.jp/privacy

☆「8月6日柏レイソル戦」の観戦チケットを1組2名に
プレゼント！ プレゼントコーナーをご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも
　サンガスタジアム by KYOCERA

■京都サンガF.C.チケット係
　　 ticket@kyotosanga.jp　http://www.sanga-fc.jp/

8月6日（土） 午後6時30分 
vs 柏レイソル

第第
2424
節節

第
24
節

7月17日（日） 午後6時30分 
vs サンフレッチェ広島

第第
2222
節節

第
22
節

7月2日（土） 午後6時30分 
vs 北海道コンサドーレ札幌

第第
1199
節節

第
19
節

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

《
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
》　

わ
け
あ
っ
て
絶

滅
し
ま
し
た
。
Ⓡ
／
Ⓒ
サ
ト
ウ
マ
サ
ノ
リ

重
要
文
化
財　

當
麻
曼
荼
羅
（
貞
享
本
）

江
戸
時
代　

貞
享
３
年
（
１
６
８
６
）

奈
良
・
當
麻
寺

休日出勤していただく事もございます）
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共に京都おもてなし人材の育成を目指す
門川大作・京都市長（写真左）と青木信明・
MK 社長　（６月３日寄付受納式にて）

京都市と MK の SDGs の取組みに話が盛
り上がる

　

京
都
市
で
は
、「
歴
史
都

市
・
京
都
」
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
に
京

都
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な

し
」
を
実
践
で
き
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
中

学
生
・
高
校
生
が
「
京
都
・

観
光
文
化
検
定
試
験
（
京
都

検
定
）
３
級
」
に
無
償
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
は
こ
の
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、「
中
学
生
・
高

校
生
１
０
０
０
人
の
受
験
を

目
指
し
て
、
後
押
し
す
る
た

め
の
費
用
を
支
援
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、
平
成
27
年
度

か
ら
引
き
続
き
今
年
度
も
京

都
市
に
２
０
０
万
円
の
寄
付

　

京
都
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
で
は
、
毎
年
寄
付
の

み
な
ら
ず
京
都
市
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る
検
定
対

策
事
前
講
習
会
に
Ｍ
Ｋ
観

光
ド
ラ
イ
バ
ー
を
講
師
と

し
て
派
遣
し
、
学
習
へ
の

取
組
み
に
協
力
を
し
て
い

ま
す
。
京
都
文
化
を
伝
え

広
め
る「
未
来
の
語
り
部
」

を
育
て
る
こ
と
に
、
直
接

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
去
る
６
月
19
日

に
京
都
市
総
合
教
育
セ
ン

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
に
つ
い
て
、
Ｍ

Ｋ
と
し
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
み
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
未
来
の
京
都
を
支

え
る
人
材
と
し
て
今
の
子
ど

も
た
ち
が
京
都
の
魅
力
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
将
来

進
学
や
社
会
人
と
な
っ
て
他

府
県
の
友
人
知
人
、
周
囲
の

人
々
に
京
都
の
歴
史
と
文
化

を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
地
域
社
会
の
魅
力
を

高
め
共
に
生
き
る
こ
と
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
京
都
検

定
が
続
く
限
り
毎
年
寄
付
活

動
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

タ
ー
で
の
講
習
会
に
京
都
検

定
１
級
資
格
を
持
つ
、
山
科

営
業
所
の
塚
本
彦
成
社
員
を

派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

　

府
内
各
地
か
ら
多
数
が
集

ま
っ
た
会
場
は
い
つ
も
の
学

校
と
は
違
う
雰
囲
気
で
、
中

高
生
は
少
し
緊
張
気
味
で
し

た
。
そ
こ
で
、
塚
本
社
員
は

心
と
体
を
ほ
ぐ
す
手
遊
び
で

講
習
会
を
ス
タ
ー
ト
。
京
都

に
は
美
し
い
も
の
や
惹
き
つ

け
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
伝
え
つ
つ
、
試
験
に
出
そ

う
な
問
題
を
ク
イ
ズ
形
式
で

出
題
す
る
な
ど
、
楽
し
く
合

格
も
意
識
し
た
学
習
を
進
め

ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
る
塚
本
社
員

は
、
毎
回
の
講
義
が
楽
し
み

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
京
都

検
定
に
は
、
基
本
的
な
問
題

の
ほ
か
、
毎
回
変
わ
る
テ
ー

マ
や
時
事
問
題
が
出
さ
れ
る

た
め
、
そ
れ
ら
の
対
策
で
自

身
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
を
作

っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い
ま

す
。
中
高
生
だ
け
で
な
く
、

伝
え
手
も
一
緒
に
成
長
し
て

い
る
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｋ
は
京
都
検
定
に
限
ら

ず
、
京
都
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
に
少
し
で
も
ご
協
力

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
で
も
観
光
案
内
が
で

き
る
京
都
通
ド
ラ
イ
バ
ー
育

成
の
た
め
に
、
社
員
の
京
都

検
定
受
験
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年

入
社
す
る
新
卒
社
員
は
ト
ラ

ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
育
成
し
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
京
都
市
が
設
置
し
て

い
る
「
京
都
観
光
お
も
て
な

し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」、「
京

都
国
際
観
光
お
も
て
な
し
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
は
Ｍ
Ｋ

か
ら
は
一
事
業
者
と
し
て
最

多
規
模
の
社
員
が
任
命
さ
れ

て
い
ま
す
。

現地に足を運び、先輩ベテラン
ドライバーから学ぶ観光勉強会

京都MKタクシー新卒採用

海外留学

京都検定、国家試験“運行管理者”、
TOEICにもチャレンジ！

留学制度も
ある！

「
ま
れ
に
、
時
々
」
を
意
味
す
る

京
こ
と
ば
「
ア
イ
サ
ニ
」
を
ク

イ
ズ
に
出
す

中高生の京都検定
チャレンジを応援
MKが8年前から継続している
SDGsの取組み

こ
の
「
京
こ
と
ば
」
は

ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
？

～
Ｍ
Ｋ
観
光
ド
ラ
イ
バ
ー
が

�

中
高
生
に
教
え
る
講
習
会
～

Ｍ
Ｋ
の
社
内
で
も

観
光
お
も
て
な
し
教
育

開催!
公益社団法人日本プロボウリング協会公認 ９月15㊍16㊎17㊏日  会場：ＭＫボウル上賀茂

第第1155回回第第1155回回第15回

大 会 日 程

9月15日（木）
開会式

予選前半

9月16日（金） 予選後半

9月17日（土）

準決勝

決勝ラウンドロビン

決勝ステップラダー

閉会式

※新型コロナ感染予防対策により、入場制限または入場規制を行う場合があります。

第
14
回 

男
子
優
勝

平
山 

陽
一
　
プ
ロ

第
14
回 

女
子
優
勝

星
野 

恵
梨
　
プ
ロ

【フリータイム予選】
〈男子　第2部〉　開催中～7/18（月・祝）
〈女子　第2部〉　開催中～7/18（月・祝）
【合同予選会】
7/30（土）19：30〈男子〉、7/31（日）19：00〈男子〉
8/6（土）19：30〈男女〉、8/7（日）19：00〈男女〉
8/27（土）19：30〈男女〉、8/28（日）19：00〈男女〉
【フリータイム予選】【合同予選会】
いずれも会場は、MKボウル上賀茂
※�詳しくは、大会ホームページ（https：//www.mk-group.co.jp/charitycup/
ama_pre/）をご覧ください。

本大会は収益金の一部に加え、公益社団法人日本プロボウリング協会並びに協賛各社からの
チャリティを募金会を通じて寄付し、障がいのある方々の福祉向上に役立てていただきます。

ボウリングで広がる
チャリティの輪

大会出場のチャンス！　アマチュア予選会開催中

MKチャリティカップでは、個人・法
人の皆様からの協賛を募集してい
ます。
個人１口1,000円から、協賛金を
ご送金いただくことができます。

詳しくはHPをご覧ください。
https://www.mk-group.co.jp/
charitycup/charity/

＜ＭＫチャリティカップ事務局＞
TEL：075-555-3132
                     （受付時間9：00～17：30）

FAX：075-662-3122
mail：charity_mk@mk-group.co.jp

個人・法人
協賛募集中！！

チャリティに参加　 
　　 　しませんか？


